
被
表
彰
者　

※
敬
称
略

　

１
月
8
日
㈰
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ

ア
お
よ
び
あ
ら
み
や
公
園
で
市
消
防
出

初
式
が
行
わ
れ
、
消
防
団
員
、
自
警
団

員
、
消
防
職
員
の
総
勢
約
８
０
０
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
年
勤
続
者
な
ど
消
防

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
。
そ

の
後
、
粟
市
長
が
、「
昨
年
は
自
然
の

脅
威
や
火
災
の
怖
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

る
１
年
で
し
た
。
地
域
防
災
力
の
中
核

を
担
う
皆
さ
ん
と
、
市
民
の
安
全
・
安

心
の
た
め
に
連
携
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

応
え
て
、新
座
秀
樹
市
消
防
団
長
が「
市

民
の
幸
福
と
災
害
の
無
い
明
る
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
訓
練
を
重
ね
て
い
き

ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
庁
舎
南
側
の
あ
ら
み

や
公
園
で
は
、
消
防
車

両
行
進
、
は
し
ご
登
り
、

放
水
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
団
員
た
ち
は
寒
さ

に
負
け
ず
、
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
頼
も
し
い
姿

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

県
知
事
表
彰

功
労
章

新
座
秀
樹
（
団
長
）、中
野
隆
信
（
副
団
長
）

永
年
勤
続
功
労
章

浅
野
晃
一
（
第
２
分
団
副
分
団
長
）、
扇

勝
浩
（
第
４
分
団
）

市
長
表
彰

10
年
勤
続
功
労
表
彰

平
浪
弘
之（
第
２
分
団
部
長
）、倉
美
佐（
第

５
分
団
部
長
）、井
高
孝
志
、松
本
信
孝（
第

３
分
団
）

市
消
防
団
長
表
彰

５
年
勤
続
功
労
表
彰

吉
田
拓
矢
、村
田
貴
史
、木
下
彦
太
郎
（
第

１
分
団
）、
坂
井
伸
行
（
第
３
分
団
）、
高

松
優
子
（
第
５
分
団
）

優
良
団
員
表
彰

坂
井
邦
治
、
小
浦
隆
造
、
北
野
淳
（
第
１

分
団
）、
山
下
栄
俊
、
田
中
雅
勝
、
米
田

武
博
（
第
２
分
団
）、
宮
崎
英
明
、
砂
山

寛
樹
、
本
多
尚
隆
（
第
３
分
団
）、
藤
波

国
隆
、
閨
哲
治
、
扇
拓
也
（
第
４
分
団
）、

藪
下
真
希
子
、
北
潟
有
香
（
第
５
分
団
）

はしご登り

退
団
者
感
謝
状

清
水
一
男
（
元
団
長
）、
中
村
昭
一
（
元

副
団
長
）、
西
川
暁
（
元
第
４
分
団
長
）、

宮
川
美
保
子
（
元
第
５
分
団
長
）、
林
邦

雄
（
元
第
２
分
団
副
分
団
長
）、
髙
木
義

宏
（
元
第
４
分
団
副
分
団
長
）、
中
屋
智

一
（
元
第
１
分
団
部
長
）、伊
藤
正
浩
（
元

第
２
分
団
部
長
）、
蔵
本
陽
介
（
元
第
１

分
団
）、
栗
山
伴
芳
（
元
第
２
分
団
）、
安

原
透
（
元
第
３
分
団
）、
庭
田
陽
介
（
元

第
４
分
団
）

消
防
協
力
者
感
謝
状

久
貝
隼
人
（
白
山
市
）

式典

消防音楽隊の演奏

消防車両行進
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全国椿サミット野々市大会を記録しよう




